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松山市民会館 小ホール 入場無料 お願い：新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用の上
ご来場くださいませ。また会の途中で換気タイムを設けさせて
いただきます。ご了承くださいますようお願い申し上げます。

令和３年１１月２７日（土）１２時開演（15分前開場）

三味線のルーツは17世紀中頃、
中国からやってきた三絃(サンシェン)という楽器で、
それが日本で改良され、演奏方法なども独自に生まれました。

三味線は大きく三つに分類され、それぞれ
細棹(ほそざお)・中棹(ちゅうざお)・そして太棹(ふとざお)と呼びます。

三味線は多くの国々から輸入される自然の素材で作られており、
変化する世界の状況に対応するため、素材や製法など今もなお研究され続けています。

三味線音楽にはたくさんのジャンルがあります。
そのうちのひとつ長唄は細棹三味線を用い、歌舞伎とともに発展しました。
『勧進帳』・『連獅子』など皆さんがご存知の曲がたくさんあります。

そんな三味線を楽しんでいただく会を企画しました！

三
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楽
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寄席囃子と長唄と落語を楽しむ会 特別編



089-935-4406松山市一番町2-1-1 飛鳥ビル1F

WYZ TOKYO in MATSUYAMA
Dining Bar

松山市千舟町3-2-1 三田ビル1階
089-987-8313

松山市大街道3-2-13

TEL　089-921-3863

FAX　089-921-4555

MAIL  sugiharagakki@gmail.com

【松山でのお稽古】
　稽古場：松山柳舘（松山検番歌舞練場）松山市平和通１丁目１－７
　　☆初めての方でも丁寧にお稽古させていただきます
　　　　✉　keikokai.kyan@gmail.com

今藤佐知保　いまふじさちほ　
 大学にて落語研究会に入部し、寄席三味線を桑原ふみ子師
（杵屋柳翁師）に師事。平成２年より愛媛大学落語研究会の
 稽古を引き継ぐ。長唄を今藤佐知郎師に師事し、 四世家元
 今藤長十郎師より「今藤佐知保」の名を許され、演奏活動や
 和の伝統文化を広める活動などを行う。大阪市・松山市・
 彦根市で稽古を行う。大阪市在住。 彦根市で稽古を行う。大阪市在住。

杵屋　邦寿　きねやくにとし
 18歳の時に長唄の三味線と出会いプロとしての道を志す。
 1990年に独立して杵屋邦寿となる。平成元年に松永鉄九郎師と
「長唄三味線ライヴ・伝の会」を結成。劇団前進座・劇団文化座・
 花組芝居・劇団鳥獣戯画・他 若手劇団等で芝居音楽の作曲・プラン
 演奏も数多く手掛けている。劇団前進座・松竹歌舞伎・平成中村座
 劇団新派・坂東玉三郎特別公演・藤山直美公演・名古屋むすめ歌舞伎 劇団新派・坂東玉三郎特別公演・藤山直美公演・名古屋むすめ歌舞伎
 劇団花組芝居等で数多く舞台師（舞台上の音楽責任者）として勤めて
 きた。2009年からスタートした『邦寿一人ライブ」ではジャンルを
 超え、作品を『三味線と唄とお話しの物語』という独自のスタイル
 で創り上げて届けている。

山田　敏之　やまだとしゆき
今藤　敏之　いまふじとしゆき
 津軽三味線を坪井寶水師に師事、長唄三味線を今藤佐敏郎師に師事し
 四世家元今藤長十郎師より「今藤敏之」の名を許される。大阪在住。
 歌舞伎公演や長唄演奏会などで活躍する。

杵屋輝久世　きねやきくよ
 長唄を杵屋輝久次師に師事し、名取となり、現在は師範代を務める。大阪にて
 長唄演奏会などで活躍。俳優の顔も持つ。

杵屋輝久照　きねやきくてる
 長唄を杵屋輝久次師に師事し、名取となる。稽古活動など精力的に行う。
 東京在住。
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